





















































5 年ぐらいたって順調に動きだし、これで少し楽になるかと思ったとき、THE BODY SHOP
の社長に請われました。自分の会社はそのままで、マーケティング、ブランディングの会社と
して動かしながら、THE BODY SHOPという会社の社長となりました。初めて社長となり



































































































































































































ら ?Yes, I Can?。失敗したら「あっ、失敗しちゃった」と言って、また ?Yes, I Can?。大人たち
は99％失敗して今があります。ですから、皆さんの失敗なんて「ヘッ」みたいなものなので
す。たくさんの失敗の上に今の自分たちをつくるためには ?Yes, I Can?と取りあえず進んでい
ただいて、最終的にはオンリーワンになるという目標を達していただければと思います。
第２部　テーマ別グループ討論
























































リーダー： 渡邉嘉子氏（ヒューマン・コミュニケーション研究所所長 /ヒーロー出版取締役 /共立女
子大学「ライフプランとキャリアプラン」講師 /働く女性を応援する「女性たちの情報化
研究会」代表 /㈱日本グラフィックデザイナー協会・NYADC・日本広告学会会員）
　　　　　 横手仁美氏（独立コンサルタント /NPO東京英語いのちの電話理事 /カパティラン理事 /
宗教法人東京ユニオン協会役員・人事担当）






















事 /農業者大学校教育応援団 /NPO法人小田原食とみどりアドバイザー /オーガニック・
102
第21回女性学公開講座
コミュニケーター講師）
水野：キャリアビジョンを語ろうということで、キャリアビジョンを持った方たちが多かった
です。私が実際に今回の参加者の方たちの年齢のときには全くキャリアビジョンがなく、何
だかんだといううちに今に至っていて、文学部なのに今は農学関係ですとか食品関係とい
う、全く違う分野にいるということで、どういったことが語れるのかと思ったのですが、そ
の経緯をお話しして、その後、皆さん一人一人の自己紹介、そして、何をやりたいかについ
てお話ししていただきました。皆さん、インテリア関係とか、アパレル関係とか、紅茶にか
かわりたいとか、マスコミにかかわりたいとか、英語関係にかかわりたいなど、しっかりと
して、こういうことをやりたいなと思っていた方たちが多かったので、そのことについて具
体的なご質問を受けました。私が文学部だったのに農学関係の仕事をしている、そういうこ
ともありですかとか、留学のことについてもご質問がありしました。いざディスカッション
となるとシーンとなることが多いのですが、皆さん、「はい」「はい」と手を挙げてくださっ
て、あっという間に時間がたってしまいました。私も感銘を受けたのは、私のときは本当に
何も考えてなかったのに、親の介護のことを考えている地方からいらっしゃった方がいて、
親を取るか、それと自分のやりたいことのどちらを選んだらいいかとかいうことまで真剣に
悩み考えていて、素晴らしいと思いました。とてもすてきなグループで、私もいろいろとお
話しさせていただいて、勉強になりました。
学生：普段話さないようなキャリアビジョンについてのディスカッションだったのですが、自
分の世界しか知らなかったので、いろいろな価値観やいろいろな人たちの意見が聞けて、と
ても参考になりました。
